
企業版ふるさと

  納税のご案内

小さなまちから

　　広がるつながり

　　　　暮らしやすいまち　もせうし



妹背牛町における安定した雇用を創出する事業

妹背牛町への新しいひとの流れをつくる事業

 　基幹産業である農業は、スマート農業を推進し、

若い世代が進んで後継ぎできる環境をつくる。さら

に商工業では、商工会と連携を図り、各種支援事業

を進めるとともに、新規雇用創出に向けた支援事業

を行う。また、年々増え続けている外国人技能実習

生等の生活サポートを行い、若い世代が地域で働き

やすい環境を整備する事業。

 　本町の観光拠点の中心となる「妹背牛温泉ぺぺル」

が開業から約 30 年経過することから、交流人口の

増加を図るため、リニューアルを行う。また、移住

者を迎え入れるための支援事業の充実、短期滞在型

のワーケーションなどの移住・定住に向けた取り組

み強化を図る事業。

無人トラクターの実証実験

妹背牛温泉ぺぺル　露天風呂

関連するＳＤＧｓ

妹背牛町まち・ひと・しごと創生推進事業 < 寄附対象事業 >

掲載事業は一部です。その他の事業も受け付けていますので、担当の企画振興課までお問い合わせください。

【その他具体的な事業】

○リモートセンシング等による環境負荷軽減とコスト低減

○起業・創業・継承支援体制の整備

○外国人技能実習生等の生活サポート　　など

【その他具体的な事業】

○地域資源を活かした観光産業の振興

○遊水公園うらら及びカーリングホール設備・遊具の更新

○定住促進支援事業

○移住体験施設の整備・確保　　など

関連するＳＤＧｓ

【重点事業】

■妹背牛温泉ぺぺルリニューアル事業

■定住促進賃貸住宅建設事業

【重点事業】

■ＧＰＳ（均平作業・自動操舵装置）関連事業

■特産品開発事業



結婚・出産・子育ての希望をかなえる事業

ひとが集う、安心して暮らすことができるまちをつくる事業

 　結婚から出産、子育てまできめ細やかに経済的・

精神的負担の軽減に取り組むとともに、若い世代の

意見・要望を尊重できる環境づくりを行い、希望を

もって子どもを産み育てることができる事業。

 　誰もが安心して暮らし続けられるまちづくりを進

めるため、生活基盤の整備や健康保持増進事業、さ

らには予測不能な災害時にも対応できる地域防災力

の強化を図る。町民が住み慣れた地域で楽しく暮ら

し続けられるよう地域活動団体の育成・支援を行う

事業。

「わかち愛もせうしひろば」での活動

空き家を改修した「子育て世代交流施設」

【その他具体的な事業】

○結婚生活支援事業

○出産育児支援事業

○保育料の無償化

○学校給食費の無償化

○公設民営塾設置による学力向上の推進

○ＩＣＴ機器による効果的な授業の推進

○多文化などを学ぶ特色ある授業の実施　　など

【具体的な事業】

○わかち愛もせうし等の地域活動団体の育成・活動促進

○わかち愛もせうしひろばの整備・活用の促進

○公用車等の電気自動車普及推進及び充電スタンドの整備

○医療体制の充実

○公営住宅の整備及び民間賃貸住宅建設の促進　　など

関連するＳＤＧｓ

関連するＳＤＧｓ

【重点事業】

■親子の交流拠点となる施設の整備事業

　( 子育て世代交流施設の設備充実 )

【重点事業】

■再生可能エネルギーの導入及び脱炭素化事業

( 新エネルギーを導入し、公共施設へ電力供給など )



企業版ふるさと納税（地方創生応援税制）とは？

　国が認定した地方公共団体の地方創生プロジェクトに対して企業が寄附を行った場合に、寄附額の 6割を法人関

係税から税制控除する仕組みです。

　損金算入による通常の寄附の軽減効果（寄附額の約 3割）を含め、寄附額の最大約 9割の軽減効果があります。

損⾦算⼊による
 税軽減効果
   （約 3 割）

法⼈住⺠税 + 法⼈税控除（税額控除）4 割
法⼈事業税控除（税額控除） 2 割
          （６割）

企業負担企業負担
（約１割）（約１割）

通常の寄附の軽減効果

企業版ふるさと納税を活用した寄附の軽減効果

寄　　附　　額寄　　附　　額
例）1,000 万円寄附すると、最大約 900 万円の法人関係税が軽減され、実質的な企業負担は約 100 万円となります。

企業にとってのメリット !

税の軽減効果

寄附額の最大約９割

社会貢献

企業としてのＰＲ効果

[ ＳＤＧｓの達成など ]

新事業展開

地域資源を活かした

パートナーシップの 

             構築

地方公共団体との新たな

留意事項
　■　妹背牛町外に本社がある企業が対象です。

　■　１回あたり 10万円以上の寄附が対象です。

　■　寄附をすることの見返りとして経済的な利益を受ける事は禁止されています。

寄附の流れ
ご相談・お申し出 寄　　附 税申告のお手続き

企業様のご意向に沿って、寄附対象事

業の決定を行います。まずは下記の問

い合わせ先（企画振興課）までご連絡

願います。対象事業や寄附金額が決定

しましたら、寄附申出書をご提出いた

だきます。

企業様

寄附の払い込み用納付書の発

行若しくは口座情報をご連絡

いたします。

妹背牛町

納付書を使用若しくは指定口

座へ寄附の払い込みをお願い

いたします。

妹背牛町

企業様

受領書を発行いたします。

受領書を使用し、税務署での

税申告のお手続きをお願いい

たします。

企業様

➡ ➡

問い合わせ先
企画振興課企画振興グループ　〒 079-0592　北海道雨竜郡妹背牛町字妹背牛 5200 番地

TEL ／ 0164-34-8581　　E-mail ／ shinkog@town.moseushi.lg.jp


